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に
見
立
て
ら
れ
た
風
景
の
、
漢
詩
に
詠
ま
れ
る
に
相
応
し
い
雅
趣
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
出
光
美
術
館
の
宗
像
晋
作
氏
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
た
（
註
2
）。
論
証
は
詳
細
で
、

広
が
り
の
あ
る
知
見
を
含
有
す
る
が
、
要
点
と
し
て
は
、

（
１
）竹
田
が
三
津
浜
の
富
裕
の
酒
造
家
、
九
霞
楼
主
人
、
松
田
渙
卿
（
号
酔
樵
）
の
需
め
に
応

じ
て
《
三
津
浜
図
》
を
制
作
し
た
の
は
大
坂
へ
滞
在
し
て
い
た
間
の
こ
と
で
あ
り
、
三
津

浜
へ
来
て
制
作
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

（
２
）松
田
渙
卿
は
、
自
身
の
居
所
（
別
邸
）
で
あ
る
九
霞
楼
か
ら
眺
望
す
る
こ
と
の
で
き
る
三

津
浜
と
瀬
戸
内
海
の
景
色
を
唐
土
の
風
景
に
見
立
て
、
雅
趣
を
見
出
し
て
瀟
湘
八
景
を
連

想
さ
せ
る
九
霞
楼
十
二
景
を
そ
こ
に
設
定
し
、
九
霞
楼
眺
望
之
図
に
表
し
て
説
明
し
て
、

頼
山
陽
を
は
じ
め
と
す
る
当
代
一
流
の
文
人
多
数
に
そ
の
図
を
添
え
た
書
状
を
送
付
し
て

詩
文
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
、

（
３
）竹
田
に
も
同
じ
よ
う
に
依
頼
し
た
に
相
違
な
く
、
天
保
五
年
に
彼
の
制
作
し
た
《
三
津
浜

図
》
の
内
容
が
、
十
二
年
前
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
彼
の
大
親
友
の
山
陽
が
制
作

し
た
文
章
『
九
霞
楼
記
』
の
記
述
に
一
致
す
る
と
見
え
る
の
は
、
同
じ
よ
う
な
図
に
基
づ

い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
、

（
４
）竹
田
は
《
三
津
浜
図
》
に
お
い
て
実
景
の
形
似
を
目
指
し
た
の
で
は
な
く
、
山
陽
の
文
章

の
内
容
を
画
像
化
し
た
も
の
で
も
な
く
、
渙
卿
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
九
霞
楼
眺
望
之
図

に
基
づ
い
て
九
霞
楼
十
二
景
の
趣
を
描
い
た
が
、
竹
田
は
過
去
に
三
津
浜
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
と
き
の
感
興
が
図
に
生
命
力
と
詩
情
を
生
ん
で
い
る
と
考
え

一

　
前
提

　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
翌
年
一
月
二
十
七
日
に
か
け
て
愛
媛

県
美
術
館
は
「
出
光
美
術
館
所
蔵 

文
人
画
名
品
展
」
を
開
催
し
、
出
光
美
術
館
か
ら
、
池
大
雅

筆
《
十
二
ヵ
月
離
合
山
水
図
屏
風
》、
与
謝
蕪
村
筆
《
山
水
図
屏
風
》、
浦
上
玉
堂
筆
《
雙
峯
挿

雲
図
》
一
幅
（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）
を
は
じ
め
と
す
る
所
蔵
の
日
本
文
人
画
の
名
品
約

六
十
点
も
の
出
品
を
賜
っ
た
（
註
1
）。

　

こ
の
展
覧
会
の
象
徴
と
も
な
っ
た
作
品
が
田
能
村
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
で
あ
る
。
伊
予
国

和
気
郡
三
津
浜
（
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
の
三
津
浜
地
区
）
の
真
景
図
で
、
も
と
も
と
は
三
津

浜
町
の
松
田
家
に
あ
っ
た
か
ら
、
数
十
年
振
り
の
里
帰
り
と
言
え
る
。

　

真
景
図
と
聞
け
ば
近
代
の
風
景
画
の
よ
う
な
実
景
の
形
似
を
連
想
し
や
す
い
。
例
え
ば
江
戸

文
人
画
の
巨
匠
、
谷
文
晁
の
《
公
余
探
勝
図
巻
》（
重
要
文
化
財
）
は
洋
風
の
表
現
も
取
り
込
ん

で
い
て
近
代
の
風
景
画
に
近
い
面
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
連
想
を
容
易
に
裏
付
け
る
。
し
か
る

に
真
景
図
と
は
元
来
、
池
大
雅
の
周
辺
に
始
ま
っ
て
文
人
画
家
の
間
に
普
及
し
た
概
念
で
あ
る

以
上
、
形
似
そ
れ
自
体
を
追
求
す
る
営
み
で
は
な
か
っ
た
。

　

三
津
浜
の
往
時
の
姿
を
伝
え
る
竹
田
の
《
三
津
浜
図
》
も
、
昔
日
の
研
究
で
は
、
竹
田
が
現

地
の
景
観
を
眼
前
に
し
て
そ
の
様
子
を
写
し
た
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ゆ
え
に
落
款
に
記
さ

れ
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
十
一
月
に
竹
田
が
当
地
へ
来
訪
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
と

し
て
も
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
文
人
画
家
ら
し
い
文
人
画
家
で
あ
る
竹
田
が
形
似
に
徹

す
る
は
ず
が
な
い
。
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
が
現
実
の
景
観
の
写
実
で
は
な
く
、
唐
土
の
景
勝

　
 

伊
予
三
津
浜
九
霞
楼
上
の
田
能
村
竹
田

梶　
　

岡　
　

秀　
　

一

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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ら
れ
る
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
説
に
全
く
首
肯
し
つ
つ
、
説
を
補
い
得
る
材
料
と
し
て
、
従
来
の
竹

田
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
し
い
史
料
を
新
た
に
提
出
す
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
れ
は
竹
田
の
詩
文
を
新
た
に
追
加
す
る
と
同
時
に
、
彼
の
生
涯
に
お
け
る
細
部
の
動

向
を
明
ら
か
に
し
得
る
史
料
で
も
あ
る
。

二

　
九
霞
楼
詩
文
集

　

こ
こ
に
提
出
す
る
史
料
と
は
、
松
田
渙
卿
が
編
ん
だ
『
九
霞
楼
詩
文
集
』 （
又
は
『
九
霞
楼
詩

文
巻
』）
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
編
者
が
竹
田
に
《
三
津
浜
図
》
を
需
め
た
人
物
で
あ
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

松
田
渙
卿
（
一
七
八
五
―
一
八
四
二
）
は
、
三
津
浜
の
洲
崎
町
に
お
い
て
海
産
物
問
屋
と
清

酒
醸
造
業
を
営
ん
だ
唐
津
屋
の
第
十
代
で
、
代
々
の
名
で
あ
る
次
郎
右
衛
門
を
名
乗
り
、
当
地

を
代
表
す
る
富
裕
の
商
人
だ
っ
た
の
と
同
時
に
、
養
母
の
父
に
あ
た
る
俳
人
の
栗
田
樗
堂
に
学

ん
だ
俳
人
で
も
あ
り
、
樗
堂
の
顕
彰
に
も
努
め
て
い
た
。
諱
を
渙
卿
と
称
し
て
、
浩
斎
、
修
甫
、

酔
樵
、
聴
鷗
軒
と
号
し
、
別
邸
と
し
て
九
霞
楼
と
帯
江
楼
を
営
ん
だ
こ
と
か
ら
九
霞
楼
主
人
と

も
帯
江
楼
主
人
と
も
称
し
た
ほ
か
、
俳
人
と
し
て
は
寒
桃
、
三
千
雄
の
号
を
用
い
た
。
松
山
藩

校
の
明
教
館
で
教
授
を
つ
と
め
た
日
下
伯
巌
（
号
陶
溪
）
を
は
じ
め
数
多
の
文
人
と
交
際
し
、

風
雅
に
耽
り
、
詩
文
に
長
じ
た
。
三
津
浜
の
文
苑
の
顔
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
三
月
十
二
日
に
は
、
九
霞
楼
か
ら
瀬
戸
内
海
側
に
眺
望
す
る
こ
と
の
で
き
る
絶
佳

の
十
二
勝
を
選
ん
で
九
霞
楼
十
二
景
を
定
め
た
が
、
選
定
の
作
業
を
、
松
山
藩
に
仕
え
た
宇
佐

美
淡
斎
、
杉
山
熊
台
、
大
高
坂
舎
人
の
儒
者
三
名
に
わ
ざ
わ
ざ
嘱
し
て
い
た
こ
と
は
、
九
霞
楼

の
風
景
へ
の
想
い
が
並
大
抵
で
は
な
く
深
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
（
註
3
）。

　

渙
卿
の
編
ん
だ
全
四
巻
（
元
、
亨
、
利
、
貞
）
の
『
九
霞
楼
詩
文
集
』
は
、
竹
田
、
山
陽
の

ほ
か
、
頼
杏
坪
、
頼
養
堂
、
宇
津
木
静
斎
、
亀
井
昭
陽
、
古
賀
穀
堂
、
山
縣
太
華
、
仙
厓
、
篠

崎
小
竹
、
帆
足
萬
里
、
頼
春
風
、
熊
谷
直
好
、
中
島
棕
隠
、
菅
茶
山
、
大
窪
詩
佛
、
菊
池
五
山
、

松
崎
慊
堂
、
朝
川
善
庵
、
日
根
野
鏡
水
、
貫
名
海
屋
、
雲
華
、
北
条
霞
亭
、
斎
藤
拙
堂
、
広
瀬

旭
荘
、
広
瀬
淡
窓
、
佐
藤
一
斎
の
よ
う
な
遠
方
の
著
名
人
か
ら
、
松
山
藩
の
日
下
伯
巌
、
伊
予

小
松
藩
の
近
藤
篤
山
、
そ
し
て
栗
田
樗
堂
の
よ
う
な
身
近
な
人
ま
で
、
二
百
名
以
上
の
文
人
の

詩
文
を
収
録
し
て
い
る
。
九
霞
楼
の
こ
と
、
帯
江
楼
の
こ
と
、
渙
卿
（
浩
斎
）
自
身
の
こ
と
、

九
霞
楼
十
二
景
の
こ
と
等
を
主
題
に
し
た
詩
文
の
集
成
で
あ
る
。

　

元
、 

亨
、 

利
、 

貞
の
全
四
巻
中
の
元
の
巻
に
は
山
陽
の
『
九
霞
楼
記
』
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
文
中
に
「
今
茲
に
豫
人
松
田
渙
卿
、
其
の
居
る
所
の
九
霞
樓
の
圖
を
以
て
来
示
し
て
記
を

請
ふ
。
余
、
欣
然
と
し
て
圖
を
展
べ
て
之
を
按
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
（
註
4
）、
渙
卿
は
九
霞
楼

十
二
景
を
説
明
し
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
を
、
書
状
に
添
え
て
各
地
の
文
人
に
送
付
（「
来
示
」）

し
て
、
図
に
基
づ
い
た
詩
文
の
制
作
を
依
頼
し
て
い
た
。
収
録
さ
れ
た
詩
文
の
多
く
は
そ
れ
に

応
じ
た
文
人
に
よ
っ
て
各
人
の
居
所
等
で
制
作
さ
れ
て
九
霞
楼
ま
で
返
送
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

中
に
は
、
実
際
に
伊
予
三
津
浜
へ
遊
び
、
九
霞
楼
を
訪
ね
た
文
人
に
よ
っ
て
楼
上
で
制
作
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
。

　

本
稿
で
扱
う
詩
文
集
の
テ
ク
ス
ト
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て

伊
予
史
談
会
が
三
津
浜
町
の
松
田
定
五
郎
の
家
を
訪
ね
、
同
家
蔵
の
詩
文
集
の
写
本
か
ら
謄
写

し
て
作
成
し
た
本
で
あ
り
、
愛
媛
県
立
図
書
館
の
伊
予
史
談
会
文
庫
の
蔵
書
で
あ
る
が
、
同
じ

内
容
の
写
本
が
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
も
蔵
さ
れ
る
（
註
5
）。
何
れ
も
写
本
か
ら
の
写
本
で

あ
り
、
原
本
か
ら
の
写
本
で
は
な
い
が
、
思
う
に
、
各
地
の
文
人
か
ら
送
付
さ
れ
た
自
筆
の
書

画
こ
そ
が
原
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
筆
写
し
て
編
集
し
て
成
立
し
た
全
四
巻
の
詩
文
集
は
写

本
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
と
も
言
え
る
。
実
際
、
山
陽
筆
『
九
霞
楼
記
』
の
原
本
は
出
光
美

術
館
に
現
存
し
て
い
る
。

　

伊
予
史
談
会
創
設
者
の
西
園
寺
源
透
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
八
月
、
渙
卿
が
編

ん
だ
『
九
霞
楼
寄
題
人
名
録
』
の
写
本
を
作
成
し
た
が
、そ
の
序
文
に
は
、同
年
の
七
月
二
十
日
、

三
津
浜
の
松
田
家
を
訪
ね
て
当
主
の
松
田
定
五
郎
に
話
を
聴
い
た
と
き
、
伝
来
の
書
画
の
一
部

と
し
て
、
山
陽
筆
『
九
霞
楼
記
』、
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》、
古
賀
穀
堂
筆
『
浩
斎
記
』、
頼
杏
坪

筆
『
帯
江
楼
詩
哥
』
等
を
実
見
し
た
こ
と
を
記
し
た
（
註
6
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
原
本
が
全
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四
巻
の
詩
文
集
と
は
別
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

全
四
巻
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
竹
田
の
記
事
が
三
ヶ
所
に
あ
る
。
先
ず
は
記
事
を
全
て
、
句
読

点
を
補
い
つ
つ
引
用
す
る
。

【
一
】

「
乙
未
六
月
初
三
日
渡
育
王
洋
作
。

薩
海
斜
通
豐
豫
間
、
潮
声
頽
處
是
夷
蠻
、

層
螺
疊
出
天
邉
縁
、
佐
賀
関
南
海
部
山
。

渡
洋
之
翌
四
日
、
抵
豫
州
御
津
濱
、
候
潮
、
奉
訪
醉
樵
雅
契
、
酒
間
、
録
乞
政
。

竹
田
生
憲
。

竹
田
先
生
氏
田
能
村
名
孝
憲
字
君
彜
号
竹
田
通
称
行
蔵
、
豊
後
岡
之
藩
中
。

天
保
六
年
乙
未
六
月
四
日
揮
毫
于
九
霞
樓
上
。

仝
年
八
月
廿
九
日
卒
於
浪
華
藩
邸
、
享
年
六
十
。」

【
二
】

「
馬
銜
古
城
。

城
空
狼
火
盡
、
荒
廢
到
于
今
、
即
喜
昇
平
久
、
唯
看
草
木
深
、

東
風
開
海
氣
、
晴
日
發
秋
陰
、
鬼
哭
聽
難
得
、
騷
人
求
自
唫
。

竹
田
生
憲
。

己
丑
冬
至
前
三
夕
、
被
酒
、
過
醉
古
斎
、
主
人
出
書
開
示
、
廼
豫
人
九
霞
松
子
托
主
人
、
促
予

作
馬
銜
古
城
詩
也
。
松
子
嘱
此
後
已
六
年
餘
、而
詩
未
成
、而
徴
索
倍
厚
。
嗚
呼
、予
海
隅
鯫
生
、

才
學
空
疎
。
不
知
何
故
錯
愛
如
此
、
説
不
可
解
。
即
挑
燈
、
卒
作
醉
餘
随
筆
律
。
不
能
細
、
松

子
一
讀
必
謂
、
所
見
弗
及
所
聞
矣
。
或
賜
叱
正
附
之
巻
末
幸
甚
。

憲
重
識
。

文
政
十
二
年
己
丑
十
一
月
廿
四
日
作
。」

「
馬
啣
古
城
。

城
空
狼
火
絶
、
處
々
送
鳴
禽
、
即
竟
昇
平
久
、
唯
看
草
木
深
、

和
風
開
海
氣
、
晴
日
散
秋
陰
、
鬼
哭
聽
難
得
、
騷
人
未
自
唫
。

竹
田
生
。

時
醉
、
既
甚
不
知
字
做
何
様
。

文
政
十
三
年
庚
寅
十
二
月
、
改
作
於
浪
華
松
本
氏
醉
古
斎
、
豊
後
岡
藩
田
能
村
行
蔵
。

海
内
名
士
録
出
、
海
内
才
子
詩
初
集
之
一
人
。

文
政
十
七
家
絶
句
集
曰
、
竹
田
先
生
田
孝
憲
字
君
彜
別
號
竹
田
、
豊
後
人
、
安
永
五
年
丙
申
生
、

有
竹
田
荘
詩
文
集
若
干
巻
。
天
保
六
年
乙
未
八
月
廿
九
日
物
故
享
年
六
十
。」

【
三
】

「
圖
。

甲
午
南
至
日
寫
爲
醉
樵
雅
契
笑
政
。

竹
田
生
憲
。

文
政
十
七
家
絶
句
集
曰
、
竹
田
先
生
田
孝
憲
字
君
彜
別
號
竹
田
、
豊
後
人
、
安
永
五
年
丙
申
生
、

有
竹
田
荘
詩
文
集
若
干
巻
。」

　

以
上
三
つ
の
引
用
の
内
、
一
つ
目
は
『
九
霞
楼
詩
文
集
』
全
四
巻
中
の
元
の
巻
に
あ
り
、
巻

頭
の
目
録
で
は
甲
「
九
霞
」
の
「
廿
八
、
竹
田
憲
七
絶
」
と
記
さ
れ
る
。
二
つ
目
は
利
の
巻
に

あ
り
、
目
録
で
は
「
撫
勝
真
趣
」
の
「
卅
八　

田
能
村
竹
田
之
仝　

仝
」
と
記
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
「
田
能
村
竹
田
之
馬
銜
古
城　

五
律
」
を
表
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
貞
の
巻
に
あ
り
、
目

録
で
は
「
廿
四　

田
能
村
竹
田
画
賛
」
と
記
さ
れ
る
。

　

全
四
巻
（
元
、
亨
、
利
、
貞
）
の
こ
の
詩
文
集
は
「
九
霞
」、「
浩
斎
」、「
帯
江
」、「
寄
題
九

霞
楼
十
二
勝
」、「
九
霞
楼
」、「
撫
勝
真
趣
」
等
の
項
目
を
立
て
、
数
多
の
詩
文
を
分
類
整
理
し

て
収
録
し
て
い
る
か
ら
、
制
作
年
代
順
に
並
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
こ
に
引
用

し
た
記
事
で
は
一
つ
目
が
最
も
新
し
く
、
二
つ
目
が
最
も
古
い
。

　

以
下
、
こ
こ
に
引
用
し
た
三
ヶ
所
の
記
事
を
年
代
順
に
見
な
が
ら
、
竹
田
と
九
霞
楼
と
の
接

点
の
歴
史
を
考
証
し
て
み
た
い
。

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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三

　
馬
銜
古
城
詩

　

二
つ
目
の
引
用
文
に
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
記
事
と
文
政
十
三
年
の
記
事
が
含
ま

れ
る
。
文
政
十
二
年
に
竹
田
は
松
田
渙
卿
の
需
め
に
応
じ
て
九
霞
楼
十
二
景
の
一
で
あ
る
馬
銜

古
城
の
詩
を
作
り
、
翌
年
に
そ
れ
を
改
作
し
た
こ
と
が
判
る
。

　

馬
銜
古
城
と
は
、
中
世
の
忽
那
諸
島
に
勢
力
を
築
い
た
忽
那
一
族
が
伊
予
本
土
に
お
け
る
拠

点
と
し
て
設
け
た
忽
那
山
城
の
跡
で
、
三
津
浜
の
南
に
あ
る
忽
那
山
に
あ
り
、
昭
和
期
の
開
発

で
破
壊
さ
れ
た
が
、
竹
田
の
生
き
た
時
代
に
は
遺
さ
れ
て
い
た
。
城
の
名
は
銜
山
城
と
も
轡
山

城
と
も
書
か
れ
た
か
ら
（
註
7
）、
馬
銜
古
城
と
い
う
表
現
に
は
含
蓄
が
あ
る
。

　

こ
の
城
跡
を
詠
ん
だ
詩
を
竹
田
が
文
政
十
二
年
に
作
り
、
翌
年
に
改
作
し
た
こ
と
が
、
二
つ

目
の
引
用
文
に
含
ま
れ
る
二
つ
の
記
事
か
ら
判
る
。
し
か
し
行
間
に
含
ま
れ
る
情
報
は
そ
れ
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

　

竹
田
が
最
初
に
馬
銜
古
城
詩
を
作
っ
た
の
は
文
政
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
、
冬
至
前
三
日

の
夕
だ
が
、
詩
の
制
作
を
渙
卿
か
ら
需
め
ら
れ
た
最
初
の
時
点
は
さ
ら
に
六
年
以
上
も
遡
る
。

単
純
に
計
算
す
る
な
ら
文
政
六
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
渙
卿
は
、
九
霞

楼
十
二
景
に
つ
い
て
説
明
し
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
を
書
状
に
添
え
て
、
竹
田
に
送
付
し
た
に
相

違
な
い
。
し
か
し
竹
田
は
依
頼
に
応
じ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
理
由
を
想
像
す
る
に
、
渙
卿
と
の

面
識
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

需
め
に
応
じ
な
い
ま
ま
六
年
余
を
経
た
文
政
十
二
年
の
冬
至
前
三
夕
、
竹
田
は
大
坂
の
酔
古

斎
で
酒
に
酔
っ
て
い
た
が
、
酔
古
斎
主
人
は
、
伊
予
の
九
霞
楼
の
渙
卿
か
ら
届
い
た
催
促
の
書

状
を
彼
に
見
せ
た
。
詩
を
求
め
る
渙
卿
の
思
い
は
一
段
と
厚
く
な
っ
て
い
た
。
竹
田
は
「
嗚
呼
、

予
は
海
隅
の
鯫
生
、
才
學
空
疎
」
と
嘆
き
つ
つ
も
酔
余
の
筆
に
随
っ
て
律
詩
を
作
っ
た
。
こ
の

詩
を
一
読
す
れ
ば
流
石
の
渙
卿
も
竹
田
の
才
が
評
判
に
違
う
こ
と
を
思
い
知
っ
て
呆
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
竹
田
は
謙
遜
し
、
渙
卿
に
は
叱
正
の
語
を
書
き
足
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る

と
ま
で
記
し
た
。

　

竹
田
に
対
す
る
渙
卿
か
ら
の
催
促
の
書
状
を
取
り
次
い
だ
の
が
、
大
坂
の
酔
古
斎
主
人
、
松

本
酔
古
で
あ
る
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。
六
年
前
に
渙
卿
か
ら
竹
田
へ
送
ら
れ
た
最
初
の
書
状

も
、
同
じ
く
酔
古
が
取
り
次
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

渙
卿
と
酔
古
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
竹
田

が
酔
古
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
酔
古
は
医
師
で
、
蘭
学
に
も
通
じ
た
京

都
の
医
師
で
あ
る
小
石
元
瑞
の
高
弟
で
あ
り
、
竹
田
は
子
息
の
太
一
に
医
術
を
学
ば
せ
る
た
め

元
瑞
の
塾
へ
入
門
さ
せ
た
が
、
太
一
を
直
接
指
導
す
る
役
目
を
酔
古
が
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら

し
く
、
文
政
十
三
年
六
月
一
日
付
の
太
一
宛
の
竹
田
の
書
簡
に
は
「
大
坂
滞
在
中
ハ
松
本
君
ニ

師
事
し
て
医
事
ヲ
専
ラ
心
掛
ル
事
第
一
也
」
と
記
さ
れ
（
註
8
）、
酔
古
に
対
す
る
信
頼
の
程
も

窺
え
る
。
そ
の
名
は
、
彼
の
た
め
に
竹
田
が
制
作
し
た
《
亦
復
一
楽
帖
》 （
重
要
文
化
財
）
を
山

陽
に
奪
わ
れ
た
気
の
毒
な
人
物
と
し
て
も
馴
染
み
深
い
。

　

竹
田
が
酔
古
を
知
っ
た
の
は
何
年
だ
ろ
う
か
。
竹
田
が
太
一
を
連
れ
て
初
め
て
元
瑞
を
訪
ね

た
の
は
文
政
六
年
五
月
十
四
日
で
あ
る
か
ら
（
註
9
）、
同
年
中
に
は
酔
古
を
知
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
も
竹
田
は
同
年
三
月
十
四
日
に
大
坂
へ
到
着
し
て
以
降
、
翌
年
一
月
十
六
日
に
京

都
を
発
つ
ま
で
の
十
ヶ
月
間
を
京
都
や
大
坂
で
過
ご
し
て
い
た
（
註
10
）。
そ
の
間
、
大
坂
の
酔

古
斎
に
滞
在
す
る
夜
が
あ
っ
た
可
能
性
も
充
分
に
想
像
さ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
六
年
余
を
経
た
文
政
十
二
年
の
竹
田
は
、
太
一
と
高
橋
草
坪
を
連
れ
て
四
月
に
豊

後
を
出
発
し
、
五
月
二
日
に
大
坂
へ
着
い
て
、
太
一
を
京
都
の
元
瑞
に
再
入
塾
さ
せ
た
が
、
自

身
は
大
坂
に
留
ま
り
、
自
著
の
出
版
へ
向
け
た
作
業
に
精
出
し
な
が
ら
、
十
二
月
中
旬
に
京
都

へ
移
る
ま
で
の
間
、
主
に
大
坂
で
過
ご
し
て
い
た
。
十
一
月
十
五
日
以
前
に
は
有
馬
へ
行
き
、

七
日
間
そ
こ
に
滞
在
し
た
の
ち
伊
丹
へ
移
っ
た
が
（
註
11
）、
同
月
二
十
四
日
の
夕
に
酔
古
斎
に

滞
在
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

渙
卿
が
竹
田
宛
の
書
状
を
酔
古
に
託
し
た
こ
と
は
、
文
政
十
二
年
の
時
点
で
も
、
渙
卿
と
竹

田
の
間
に
面
識
が
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
年
の
竹
田
は
豊
後
か
ら
大

坂
へ
行
く
途
上
の
四
月
二
十
六
日
、
三
津
浜
へ
上
陸
し
て
、
そ
の
北
に
あ
る
港
山
よ
り
も
さ
ら

に
北
に
あ
る
梅
津
寺
に
遊
び
、
そ
の
景
観
を
詩
に
詠
ん
だ
が
、
翌
日
に
は
安
芸
の
御
手
洗
へ
到

着
し
た
か
ら
（
註
12
）、
九
霞
楼
に
立
ち
寄
る
程
の
余
裕
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

反
面
、
竹
田
が
梅
津
寺
を
訪
ね
て
そ
の
景
観
を
詩
に
し
た
と
の
噂
は
、
や
が
て
は
渙
卿
の
耳

愛媛県美術館紀要　第12号（2013）

4



に
も
及
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
渙
卿
が
馬
銜
古
城
詩
を
催
促
す
る
書
状
を
こ
の
年
に
送
付
し
た

の
は
そ
の
ゆ
え
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
想
像
し
て
み
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
渙
卿
が
竹
田
に
最
初
に
詩
を
需
め
た
の
が
文
政
六
年
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
渙

卿
が
山
陽
か
ら
文
章
を
得
て
間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
と
判
明
す
る
。「
豫
人
松
田
渙
卿
、
其
の
居

る
所
の
九
霞
樓
の
圖
を
以
て
来
示
し
て
記
を
請
ふ
」
に
応
じ
て
山
陽
が
『
九
霞
楼
記
』
を
書
い

た
の
は
「
文
政
五
年
歳
壬
午
に
在
る
の
孟
春
十
又
六
日
」
で
あ
り
、
渙
卿
か
ら
の
依
頼
を
竹
田

が
受
け
取
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
約
一
年
後
だ
か
ら
だ
。
文
政
六
年
の
大
半
を
京
都
で
過
ご
し
た

竹
田
が
特
に
山
陽
と
は
濃
密
に
接
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
尽
き
る
こ
と
な
く
会
話

を
楽
し
ん
だ
両
名
の
話
題
が
九
霞
楼
の
未
知
の
友
に
ま
で
及
ん
だ
可
能
性
は
、
想
定
さ
れ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

　
馬
啣
古
城
詩

　

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
は
十
二
月
十
日
に
天
保
元
年
へ
改
ま
る
が
、
こ
の
十
二
月
、
竹

田
は
前
年
十
一
月
に
作
っ
た
詩
「
馬
銜
古
城
」
を
改
作
し
て
題
も
「
馬
啣
古
城
」
へ
改
め
た
。

詩
の
後
に
は
「
竹
田
生
。
時
に
既
に
醉
ひ
、
甚
だ
字
の
何
様
に
倣
ふ
か
を
知
ら
ず
。」
と
記
し
た

が
、
さ
ら
に
「
文
政
十
三
年
庚
寅
十
二
月
、
浪
華
松
本
氏
酔
古
斎
に
於
い
て
改
作
す
。
豊
後
岡

藩
田
能
村
行
蔵
」
と
も
記
し
た
か
ら
、
こ
の
と
き
も
大
坂
の
酔
古
斎
に
滞
在
し
て
い
た
と
判
る
。

渙
卿
と
竹
田
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
こ
こ
ま
で
の
時
点
で
は
常
に
酔
古
で
あ
る
と

見
ら
れ
よ
う
か
。

　

同
年
、
一
月
二
十
五
日
に
岡
城
下
へ
帰
国
し
た
竹
田
は
、
十
一
月
に
再
び
京
都
へ
向
け
て
出

発
し
、
十
二
月
二
日
に
兵
庫
へ
到
着
し
て
、
大
坂
へ
入
っ
た
が
、
京
都
へ
上
っ
た
の
は
十
二
月

二
十
二
日
で
あ
り
（
註
13
）、
大
坂
の
酔
古
斎
に
滞
在
し
た
の
は
十
二
月
の
二
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
の
間
の
出
来
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

改
作
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
渙
卿
が
修
正
を
求
め
た
の
か
、
む
し
ろ
竹
田
自
身
が
満

足
で
き
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
改
作
の
詩
を
送
付

し
直
し
て
き
た
竹
田
の
誠
意
は
、
渙
卿
に
大
い
に
感
銘
を
与
え
、
信
頼
を
抱
か
せ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
渙
卿
は
そ
の
後
さ
ら
に
竹
田
に
対
し
、
九
霞
楼
十
二
景
を
眺
望
す
る
真
景
図
の

制
作
を
も
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

五　

三
津
浜
図

　

三
つ
目
の
記
事
が
《
三
津
浜
図
》
の
落
款
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
甲
午
南
至
日
、

酔
樵
雅
契
の
為
め
に
寫
き
、
笑
ん
で
政
す
。」
と
記
し
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
十
一
月
の
冬

至
に
作
品
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

　

場
所
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え
て
い
な
い
が
、
同
年
八
月
二
十
六
日
に
大
坂
へ
到
着
し
、
九
月

十
一
日
に
寓
居
を
中
之
島
へ
移
し
た
竹
田
の
動
向
（
註
14
）
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
大
坂
の
中
之
島

の
寓
居
に
お
い
て
制
作
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
制
作
を
依
頼
す
る
渙
卿
か
ら
の
書

状
を
竹
田
に
取
り
次
い
だ
の
は
、
こ
の
と
き
も
酔
古
だ
ろ
う
か
。

　

無
論
こ
の
と
き
も
渙
卿
は
九
霞
楼
十
二
景
を
説
明
し
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
を
書
状
に
添
え
て

い
た
に
相
違
な
い
。
図
を
送
付
し
て
、
そ
の
図
に
基
づ
い
た
図
の
制
作
を
依
頼
す
る
と
い
う
の

は
、
普
通
に
考
え
れ
ば
奇
妙
な
話
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
こ
の
点
に
こ
そ
竹
田
に
対
す

る
渙
卿
の
敬
意
と
信
頼
が
表
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
図
を
画
に
変
容
さ
せ
て
そ
こ
に
詩
情
と
品
格

を
こ
め
る
こ
と
を
、
渙
卿
は
竹
田
に
期
待
し
て
い
た
よ
う
に
想
像
で
き
る
か
ら
だ
。

　

渙
卿
は
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
に
、
九
霞
楼
の
数
多
い
詩
文
書
画
の
中
で
も
特
別
な
価
値
を

認
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
九
霞
楼
詩
文
集
』
全
四
巻
の
目
録
を
見
渡
し
て

み
る
限
り
、
絵
画
作
品
に
記
さ
れ
た
文
字
を
収
録
し
た
例
は
、
貞
の
巻
に
お
け
る
こ
の
「
田
能

村
竹
田
画
賛
」
の
み
か
と
見
受
け
る
か
ら
だ
。
し
か
も
こ
れ
は
実
際
に
は
画
賛
で
さ
え
も
な
く
、

十
七
文
字
の
落
款
で
し
か
な
い
。
落
款
を
こ
こ
ま
で
特
別
に
扱
っ
て
い
る
事
実
は
、
そ
の
よ
う

に
扱
わ
れ
た
作
品
の
特
権
性
を
証
明
す
る
。
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
が
九
霞
楼
を
象
徴
す
る
特

別
な
絵
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
山
陽
筆
『
九
霞
楼
記
』
の
特
権
性
の
気
配
に
も
及
ん
で
お
き
た
い
。
西
園

寺
源
透
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
八
月
、『
九
霞
楼
寄
題
人
名
録
』
写
本
に
寄
せ
た
序

文
に
「
頼
山
陽
翁
ノ
撰
タ
ル
九
霞
樓
ノ
記
ア
リ
章
句
精
錬
文
字
謹
嚴
實
ニ
世
ニ
稀
ナ
ル
モ
ノ
ナ

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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リ
初
メ
主
人
附
近
實
景
ノ
画
圖
及
形
状
風
致
ヲ
記
シ
タ
ル
書
ヲ
送
リ
テ
翁
ニ
記
ノ
撰
文
ヲ
求
ム

翁
ノ
撰
文
到
ル
ニ
及
ヒ
主
人
意
ニ
満
タ
ズ
其
差
異
ノ
點
ヲ
書
シ
テ
又
タ
撰
ヲ
求
ム
此
ノ
如
ク
ス

ル
コ
ト
三
回
ニ
シ
テ
遂
ニ
満
足
ノ
モ
ノ
ヲ
得
タ
リ
ト
云
フ
」
と
記
し
た
（
註
15
）。
渙
卿
は
山
陽

か
ら
「
九
霞
楼
記
」
の
初
稿
を
返
送
さ
れ
た
と
き
、
文
中
に
記
述
さ
れ
た
内
容
の
誤
認
等
を
指

摘
し
て
修
正
を
求
め
、
結
局
、
三
度
も
の
修
正
を
経
た
末
に
最
終
稿
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
の
名
文
は
山
陽
と
渙
卿
の
合
作
だ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
話
は
他

の
作
品
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
西
園
寺
源
透
が
序
文
に
記
し
た
話
は
、
明
治

四
十
二
年
七
月
二
十
日
、
三
津
浜
の
松
田
定
五
郎
を
訪
ね
て
伝
来
の
書
画
の
一
部
を
見
る
と
と

も
に
家
の
来
歴
を
聞
い
た
と
き
に
得
た
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
ん
な
に
も
興
味
深
い
話
が

山
陽
の
『
九
霞
楼
記
』
に
つ
い
て
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
松
田
家
代
々
の
当
主

に
と
っ
て
の
そ
の
重
要
性
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
渙
卿
以
来
の
松
田
家
の
人
々
の
間
で
、
山
陽
の

あ
の
文
章
が
九
霞
楼
の
風
流
と
唐
津
屋
の
栄
華
を
象
徴
す
る
特
別
な
文
章
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
可
能
性
は
、
想
像
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

山
陽
筆
『
九
霞
楼
記
』
が
九
霞
楼
を
象
徴
す
る
文
章
、
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
が
九
霞
楼
を

象
徴
す
る
絵
画
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
両
者
が
成
立
に
お
い
て
は
連
動
し

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
鑑
賞
に
お
い
て
は
相
互
に
照
応
し
得
る
対
を
な
し
て
い
た
可
能
性

が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六

　
乙
未
六
月
初
三
日
渡
育
王
洋
作

　

一
つ
目
の
記
事
は
最
も
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
は
「
乙
未
六
月
初
三
日
、
育
王

洋
を
渡
り
て
作
る
」
と
題
さ
れ
、「
薩
海
、
斜
通
す
れ
ば
豐
豫
の
間
。
潮
声
の
頽
へ
る
處
、
こ
れ

夷
蠻
。
層
を
な
す
螺
の
か
さ
な
り
出
づ
る
は
天
邉
の
縁
。
佐
賀
関
の
南
、
海
部
の
山
。」
と
詠
わ

れ
た
後
に
続
け
て
、「
渡
洋
之
翌
四
日
、
豫
州
御
津
濱
に
抵
り
、
候
潮
し
、
醉
樵
雅
契
を
訪
ね
奉

り
て
酒
間
、
乞
ふ
を
録
し
て
政
す
。
竹
田
生
憲
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
だ
。
詩
は
竹
田
の
最

期
の
年
に
あ
た
る
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
六
月
三
日
、
佐
賀
関
か
ら
瀬
戸
内
海
へ
到
る
船
上

で
抱
い
た
想
い
を
表
し
て
い
る
が
、
詩
を
作
っ
た
の
は
翌
日
、
三
津
浜
に
上
陸
し
、
九
霞
楼
主

人
を
訪
ね
た
と
き
の
出
来
事
に
他
な
ら
な
い
。

　

文
中
に
「
酒
間
」
と
あ
る
以
上
、
こ
の
六
月
四
日
、
九
霞
楼
に
渙
卿
を
訪
ね
た
竹
田
は
、
九

霞
の
酒
で
歓
迎
を
受
け
な
が
ら
一
夜
を
過
ご
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

渙
卿
は
唐
津
屋
と
号
し
た
酒
造
家
で
あ
り
、
山
陽
は
『
九
霞
楼
記
』
に
お
い
て
「
余
、
九
霞

の
名
を
得
る
所
以
を
未
だ
審
ら
か
に
せ
ず
と
雖
も
、
九
醞
流
霞
、
古
以
て
美
酒
と
目
す
れ
ば
、

則
ち
意
ふ
に
樓
上
に
常
に
此
の
物
あ
り
」
と
述
べ
、
仙
人
の
酒
で
あ
る
「
流
霞
」
に
も
似
た
美

酒
と
し
て
唐
津
屋
の
「
白
」 （
清
酒
）
を
称
え
、
九
霞
楼
の
号
を
そ
れ
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て

解
し
た
が
、
山
陽
が
「
其
一
酔
を
共
に
せ
ん
」
と
詠
っ
た
九
醞
流
霞
の
美
酒
を
、
竹
田
は
味
わ

い
得
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
唐
津
屋
は
海
産
物
問
屋
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
山
陽
が
「
樓
下
に

魚
市
あ
り
、
萬
鱗
は
撥
剌
と
し
、
樓
主
人
、
日
々
鮮
を
撃
ち
、
白
を
浮
か
べ
、
以
て
海
山
の
観

を
恣
に
す
る
を
知
る
べ
き
な
り
」
と
書
い
た
よ
う
に
、
賓
客
の
前
に
は
三
津
浜
の
朝
市
を
彩
る

瀬
戸
内
海
の
鮮
魚
も
並
べ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
日
の
前
後
の
動
向
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
竹
田
が
郷
里
か
ら
京
へ
向
か
う
べ
く
諸
友
に

見
送
ら
れ
て
出
発
し
た
の
は
同
年
の
六
月
一
日
で
、
同
月
七
日
に
安
芸
の
御
手
洗
を
発
し
た
竹

田
は
、
翌
日
に
は
大
坂
へ
到
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
註
16
）。
瀬
戸
内
海
を
北
上
し
て
御

手
洗
へ
行
く
直
前
の
六
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
三
津
浜
へ
上
陸
し
て
九
霞
楼
に
宿
泊
し

て
い
た
と
し
て
も
何
も
不
自
然
な
点
は
な
い
。

　

竹
田
が
九
霞
楼
を
訪
ね
た
こ
と
を
伝
え
る
唯
一
の
記
事
が
こ
れ
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
最
初
で

最
後
の
訪
問
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
大
坂
の
中
之
島
の
岡
藩
蔵
屋
敷
で
太
一
と
小
石
元
瑞
に
看

取
ら
れ
な
が
ら
病
に
よ
り
逝
去
す
る
日
の
約
三
ヶ
月
前
で
あ
り
、
候
潮
（
潮
待
）
の
た
め
の
停

泊
と
い
う
偶
然
が
生
じ
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　

な
お
、
竹
田
の
自
筆
に
よ
る
こ
の
詩
の
原
本
は
、
九
霞
楼
の
跡
地
か
ら
道
一
本
を
隔
て
た
場

所
に
位
置
す
る
登
録
有
形
文
化
財
「
森
家
住
宅
主
屋
」
の
二
階
に
開
設
さ
れ
て
い
る
三
津
浜
資

料
館
に
現
存
し
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
冒
頭
の
「
乙
未
六
月
初
三
日
渡
育
王
洋
作
」
は
、
原
本
で
は
「
乙
未
六

月
初
四
日
渡
育
王
洋
作
」
と
書
か
れ
、 「
四
」
の
右
脇
に
「
三
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
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写
本
か
ら
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
で
あ
る
。
詩
に
詠
っ
た
の
は
六
月
三
日
の
航
海
だ
が
、

詩
を
書
い
た
の
は
六
月
四
日
で
あ
る
か
ら
、
酔
中
の
竹
田
が
迂
闊
に
も
日
付
を
混
同
し
、
こ
の

よ
う
に
訂
正
し
た
こ
と
が
判
る
。
誤
り
を
指
摘
し
た
の
は
渙
卿
だ
っ
た
ろ
う
か
。
稀
代
の
大
文

人
で
さ
え
筆
を
誤
る
こ
と
が
あ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
九
霞
楼
上
に
参
集
し
た
皆
が
陽
気

に
談
笑
す
る
様
子
を
も
、
想
像
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

原
本
で
し
か
得
ら
れ
な
い
情
報
と
し
て
、
落
款
「
竹
田
生
憲
」
の
左
脇
に
白
文
連
印
「
竹
田

老
圃
」
が
捺
さ
れ
て
あ
る
点
も
挙
げ
て
お
く
（
註
17
）。

七　

竹
田
と
九
霞
楼
主
人
と
の
交
流
史

　

こ
こ
ま
で
論
じ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

竹
田
が
三
津
浜
の
渙
卿
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
五
月
以
降
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
小
石
元
瑞
門
下
の
松
本
酔
古
を
通
じ
て
、
渙
卿
か

ら
の
書
状
を
受
け
取
っ
た
の
が
最
初
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
容
は
九
霞
楼
十
二
景
の
一
で
あ

る
馬
銜
古
城
を
主
題
に
し
た
詩
の
制
作
の
依
頼
で
、
九
霞
楼
十
二
景
を
説
明
し
た
眺
望
之
図
が

添
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
竹
田
は
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　

以
後
、
六
年
余
が
経
過
し
た
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）、
豊
後
か
ら
大
坂
へ
行
く
途
上
の

竹
田
は
四
月
二
十
六
日
、
三
津
浜
へ
上
陸
し
て
梅
津
寺
に
遊
ん
だ
が
、
浜
辺
に
建
つ
九
霞
楼
に

寄
る
暇
は
な
く
、
渙
卿
に
見
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
十
一

月
二
十
四
日
の
夜
、
大
坂
の
酔
古
の
家
に
滞
在
し
て
い
た
竹
田
は
、
酔
古
を
通
じ
て
渙
卿
か
ら

の
催
促
の
書
状
を
受
け
取
る
に
至
り
、
漸
く
馬
銜
古
城
詩
を
制
作
し
て
返
信
し
た
。

　

し
か
し
渙
卿
が
修
正
を
求
め
た
の
か
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
竹
田
自
身
が
満
足
で
き
な
い
も

の
を
感
じ
て
い
た
の
か
、
翌
年
の
十
二
月
、
再
び
大
坂
の
酔
古
の
家
に
滞
在
し
た
竹
田
は
一
年

前
の
詩
を
改
作
し
、
題
も
馬
啣
古
城
へ
改
め
て
再
び
渙
卿
へ
送
付
し
た
。

　

改
作
の
詩
を
送
付
し
直
し
て
き
た
竹
田
の
誠
意
は
、
渙
卿
に
大
い
に
感
銘
を
与
え
、
信
頼
を

抱
か
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
渙
卿
は
そ
の
後
さ
ら
に
竹
田
に
対
し
、
九
霞
楼
十
二
景
を
眺
望

す
る
真
景
図
の
制
作
を
も
依
頼
し
た
。

　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
十
一
月
の
冬
至
、
大
坂
の
中
之
島
に
寓
居
を
構
え
て
い
た
竹
田
は

横
長
の
絹
に
着
色
の
《
三
津
浜
図
》
を
制
作
し
て
渙
卿
の
期
待
に
応
え
た
。

　

そ
し
て
竹
田
の
晩
年
に
あ
た
る
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
六
月
四
日
、
豊
後
か
ら
大
坂
を
目

指
し
て
瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
途
上
、
安
芸
へ
到
る
前
、
候
潮
（
潮
待
）
の
た
め
三
津
浜
へ
停

泊
し
た
竹
田
は
、
浜
辺
に
建
つ
九
霞
楼
を
訪
ね
、
つ
い
に
渙
卿
に
会
っ
た
。

　

唐
津
屋
と
号
し
て
海
産
物
問
屋
と
清
酒
醸
造
業
を
営
み
、
町
を
代
表
す
る
商
人
だ
っ
た
の
と

同
時
に
、
栗
田
樗
堂
門
下
の
俳
人
で
も
あ
り
、
町
を
代
表
す
る
文
人
で
も
あ
っ
た
渙
卿
は
、
自

慢
の
九
霞
楼
に
竹
田
を
泊
め
、
九
醞
流
霞
の
美
酒
と
瀬
戸
内
海
の
鮮
魚
で
歓
迎
し
、
こ
れ
に
応

え
て
竹
田
は
前
日
の
船
上
の
想
い
を
詩
に
し
て
九
霞
楼
主
人
に
贈
っ
た
。
こ
れ
が
竹
田
と
渙
卿

の
間
の
、
最
初
で
最
後
の
面
会
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
渙
卿
は
稀
代
の
大
文
人
の
最
期
の
年
に

身
近
に
接
し
て
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
幸
運
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

八　

九
霞
楼
眺
望
之
図

　

竹
田
研
究
上
の
新
史
料
と
し
て
『
九
霞
楼
詩
文
集
』
を
提
出
し
、
記
述
さ
れ
て
い
る
事
実
を

整
理
し
、
九
霞
楼
主
人
渙
卿
と
竹
田
の
接
点
に
つ
い
て
そ
の
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
本
稿
の
目

的
は
、
以
上
の
論
で
果
た
さ
れ
た
。
最
後
に
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
新
史
料
一
点
の

存
在
を
示
唆
し
て
、
改
め
て
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
を
考
え
た
い
。

　

山
陽
は
『
九
霞
楼
記
』
に
お
い
て
、
伊
予
に
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
前
置
き
を
し

た
上
で
、
渙
卿
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
九
霞
楼
十
二
景
の
眺
望
之
図
を
見
て
現
地
の
様
子
を
想

像
し
、
き
ら
び
や
か
な
言
葉
で
表
現
し
て
雅
趣
を
称
え
た
の
ち
、
九
霞
楼
と
い
う
名
を
美
酒
の

存
在
に
因
ん
だ
も
の
と
解
し
て
、
い
つ
か
は
三
津
浜
へ
寄
っ
て
渙
卿
を
訪
ね
、
楼
上
で
鮮
魚
と

美
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
渙
卿
と
語
り
合
い
た
い
と
述
べ
、
そ
の
暁
に
は
、
楼
の
窓
か
ら
風
景
を

実
見
し
た
上
で
改
め
て
『
九
霞
楼
記
』
を
書
き
直
し
た
い
と
告
げ
て
文
章
を
結
ん
だ
。
し
か
し

結
局
、
山
陽
が
三
津
浜
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
註
18
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
竹
田
は
少
な
く
と
も
三
度
は
三
津
浜
に
来
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一
度
目
は

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
閏
二
月
で
、
豊
後
の
三
佐
か
ら
備
後
の
神
辺
へ
行
く
途
上
に
三
津
浜

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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に
滞
留
し
た
（
註
19
）。
二
度
目
は
先
に
見
た
通
り
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）四
月
二
十
六
日
で
、

三
津
浜
に
上
陸
し
て
梅
津
寺
を
訪
ね
た
が
、
翌
日
に
は
御
手
洗
へ
移
動
し
た
。
三
度
目
が
、
本

稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
六
月
四
日
で
あ
り
、
三
津
浜
に
上
陸
し

て
九
霞
楼
を
訪
ね
、
渙
卿
か
ら
歓
迎
を
受
け
た
。

　

三
度
目
の
三
津
浜
来
訪
時
に
竹
田
は
九
霞
楼
を
訪
ね
た
が
、
前
年
に
彼
が
制
作
し
た
《
三
津

浜
図
》
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
無
論
そ
れ
に
先
ん
じ
て
既
に
三
津
浜
に
来

た
こ
と
が
少
な
く
と
も
二
度
あ
っ
た
か
ら
、
所
見
の
記
憶
は
制
作
に
反
映
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
制
作
の
全
体
は
渙
卿
か
ら
送
付
さ
れ
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
に
基
づ
い
て
い
た
。
竹
田
の

図
に
描
か
れ
た
地
形
を
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
古
地
図
（
註
20
）
と
比
較
す
る
な
ら
、
こ
の

真
景
図
は
実
景
に
概
ね
一
致
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
竹
田
が
実
景
を
見
て
描
い

た
か
ら
で
は
な
く
、
渙
卿
か
ら
送
ら
れ
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
に
基
づ
い
て
描
い
た
か
ら
で
あ
る

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

実
は
渙
卿
が
山
陽
や
竹
田
を
は
じ
め
海
内
の
数
多
の
文
人
に
宛
て
送
付
し
た
九
霞
楼
眺
望
之

図
は
、
送
付
の
際
に
そ
れ
と
一
緒
に
竹
筒
に
封
入
し
た
依
頼
状
と
料
紙
と
併
せ
て
、
現
存
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。《
豫
州
三
津
濱　

九
霞
樓
眺
望
之
圖　

同
十
二
景
詩
詠
題
》
と
題
さ
れ
た
図

の
巻
頭
の
、
港
山
か
ら
興
居
島
の
麓
ま
で
の
部
分
の
写
真
が
、
依
頼
状
と
料
紙
の
写
真
と
併
せ

て
、
高
市
俊
次
氏
の
論
文
に
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
註
21
）。
そ
の
図
版
を
竹
田
の
《
三
津

浜
図
》
の
該
当
部
分
と
比
較
す
れ
ば
概
要
は
一
致
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
竹
田
の
絵
で
は

三
津
浜
と
港
山
と
の
間
の
入
江
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
渙
卿
の
九
霞
楼
眺
望
之
図
に

お
い
て
そ
こ
が
図
の
範
囲
か
ら
外
れ
て
い
て
、
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
判
る
。

竹
田
が
九
霞
楼
眺
望
之
図
の
構
図
と
構
成
要
素
に
忠
実
に
従
っ
て
《
三
津
浜
図
》
を
制
作
し
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

送
付
さ
れ
て
き
た
図
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
制
作
さ
れ
た
と
も
言
え
る
真
景
図
に
迫
真
性
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
三
津
浜
を
二
度
も
実
見
し
た
竹
田
の
記
憶
が
作
用

し
た
結
果
で
あ
る
以
上
に
、
竹
田
の
技
量
と
詩
情
が
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

山
や
松
や
波
の
姿
が
細
密
に
描
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
図
は
画
に
変
容
し
、
風
景
は
実
在

性
を
増
し
、
竹
田
な
ら
で
は
の
品
格
も
加
え
た
。
そ
も
そ
も
渙
卿
の
定
め
た
九
霞
楼
眺
望
之
図

に
枠
付
け
ら
れ
た
制
作
の
中
で
、
そ
こ
に
竹
田
が
新
た
に
加
え
る
こ
と
の
で
き
る
要
素
は
、
絵

画
表
現
の
実
在
性
の
外
に
は
雅
趣
あ
る
の
み
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
る
に
そ
れ
こ
そ
は

竹
田
に
期
待
さ
れ
得
る
最
重
要
の
要
素
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

竹
田
は
渙
卿
か
ら
送
付
さ
れ
た
九
霞
楼
眺
望
之
図
の
簡
潔
で
素
朴
な
描
画
を
見
て
、
か
つ
て

実
見
し
た
三
津
浜
の
実
景
を
想
起
し
つ
つ
、
図
中
に
渙
卿
が
記
し
た
九
霞
楼
十
二
景
の
説
明
に

は
詩
を
読
み
取
り
、
雅
趣
に
満
ち
た
理
想
の
風
景
を
胸
中
に
思
い
描
き
、
迫
真
性
に
富
ん
だ
仕

方
で
造
形
し
て
、
真
景
を
描
き
出
し
て
み
せ
た
の
だ
ろ
う
。
竹
田
が
《
三
津
浜
図
》
に
お
い
て

実
景
を
主
題
と
し
て
そ
の
実
在
性
を
借
り
な
が
ら
も
、
い
わ
ば
現
実
を
超
え
る
よ
う
に
、
古
典

の
文
雅
に
も
繋
が
り
得
る
詩
情
を
湛
え
た
山
水
に
変
容
さ
せ
た
こ
と
は
、
九
霞
楼
眺
望
之
図
と

の
比
較
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

三
津
浜
の
風
景
に
雅
の
詩
情
を
見
る
九
霞
楼
の
趣
向
は
、
や
が
て
は
九
霞
楼
を
も
超
え
て
広

が
り
、
継
承
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
十
一
月
十
三
日
の
朝
、
三
津
港

上
の
石
崎
家
の
抱
山
枕
海
楼
か
ら
朝
市
を
見
て
、
酒
間
、
そ
の
様
子
を
描
き
、
賛
に
「
山
は
樵

る
可
く
水
は
漁
る
可
し
。
大
夫
招
け
ど
も
車
に
登
ら
ず
。」
と
書
い
て
当
地
の
人
々
の
満
ち
足
り

た
生
活
を
祝
福
し
た
富
岡
鉄
斎
四
十
歳
の
傑
作
《
三
津
浜
漁
市
図
》 （
清
荒
神
清
澄
寺
［
鉄
斎
美

術
館
］
蔵
）
に
も
、
余
波
が
及
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
る
（
註
22
）。

　

興
味
深
い
こ
と
に
鉄
斎
は
、
三
津
浜
出
身
の
文
人
画
家
で
あ
る
天
野
方
壺
が
東
海
三
神
山
の

一
で
あ
る
方
壺
（
方
丈
）
の
名
を
自
身
の
号
に
用
い
た
理
由
に
つ
い
て
「
其
近
傍
興
々
島
有
ル

故
ニ
方
壺
ノ
字
ヲ
用
フ
」
と
証
言
し
て
い
た
（
註
23
）。
九
霞
楼
十
二
景
に
も
母
居
朝
暾
と
御
盥

残
月
の
二
景
で
選
ば
れ
て
、
竹
田
筆
《
三
津
浜
図
》
に
も
麗
し
く
描
か
れ
、
伊
予
の
小
富
士
と

も
呼
ば
れ
て
愛
さ
れ
て
い
る
興
居
島
が
、
明
治
期
に
は
、
つ
い
に
仙
境
そ
の
も
の
に
さ
え
も
見

立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
註
24
）。
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展
覧
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
図
録
『
出
光
美
術
館
所
蔵　

文
人
画
名
品
展
』（
二
〇
一
二
年
、
愛
媛

県
美
術
館
友
の
会
）
を
参
照
。

宗
像
晋
作
「
館
蔵　

田
能
村
竹
田
筆
「
三
津
浜
真
景
図
」
に
つ
い
て
―
そ
の
制
作
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」、『
出
光

美
術
館
研
究
紀
要
』
第
十
号
（
二
〇
〇
四
年
）。

出
光
佐
千
子
「〈
表
紙
図
版
解
説
〉
三
津
浜
図
」、 『
出
光
美
術
館　

館
報
』
１
６
２
号
（
二
〇
一
三
年
）
は
そ
の

趣
旨
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

松
田
渙
卿
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
彼
の
編
ん
だ
『
九
霞
楼
寄
題
人
名
録
』
の
写
本
（
一
九
〇
九
年
、
愛
媛

県
立
図
書
館
蔵
）
に
寄
せ
た
西
園
寺
源
透
に
よ
る
序
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
園
寺
源
透
が
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
七
月
二
十
日
、
炎
天
下
に
松
田
家
を
訪
ね
、
聴
取
し
て
得
た
情
報
に
基
づ
い
た
論
述
で
あ
る
こ

と
が
文
中
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、 
こ
の
史
料
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、
美
山
靖 

「
九
霞
楼
詩

文
集
」、『
愛
文
』
第
十
四
号
（
一
九
七
八
年
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
会
）、
高
市
俊
次
「
伊

予
俳
人
拾
遺
―
九
霞
楼
主
人
松
田
渙
郷
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
」、 『
教
育
研
究
集
録
』
第
二
十
二
集
（
一
九
九
〇

年
、
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
）
等
。

頼
山
陽
の
『
九
霞
楼
記
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、『
九
霞
楼
詩
文
集
』
写
本
（
愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
）
元
の

巻
の
丙
「
九
霞
」
に
九
番
「
頼
襄
九
霞
樓
記
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
文
に
基
づ
い
た
。

前
掲
、
美
山
靖
「
九
霞
楼
詩
文
集
」。

前
掲
『
九
霞
楼
寄
題
人
名
録
』、
序
文
。

下
中
邦
彦
編
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
九
巻　

愛
媛
県
の
地
名
』（
一
九
八
〇
年
、
平
凡
社
）、
３
９
９
頁
の

項
目
「
忽
那
山
城
跡
」。

宗
像
健
一
編
『
大
分
県
先
哲
叢
書　

田
能
村
竹
田　

資
料
集　

書
簡
編
』（
一
九
九
二
年
、
大
分
県
教
育
委
員

会
）、
１
６
８
─
１
６
９
頁
。

宗
像
健
一
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』
解
説
篇
（
二
〇
一
一
年
）
２
１
３
頁
。
宗
像
健
一
『
大
分
県
先
哲
叢
書

田
能
村
竹
田
』（
一
九
九
三
年
、
大
分
県
教
育
委
員
会
）、
１
９
２
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
１
３
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
１
７
─
２
１
８
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
１
７
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
１
８
─
２
１
９
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
２
２
頁
。

前
掲
『
九
霞
楼
寄
題
人
名
録
』、
序
文
。

山
陽
が
『
九
霞
楼
記
』
を
完
成
さ
せ
た
の
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
正
月
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
二

年
後
に
あ
た
る
文
政
七
年
二
月
三
日
、
再
び
渙
卿
の
需
め
に
応
じ
て
今
度
は
『
帯
江
楼
記
』
を
制
作
し
て
い
た

山
陽
は
、
そ
の
た
め
に
渙
卿
か
ら
送
ら
れ
て
い
た
絹
に
替
え
て
、
鳩
居
堂
創
案
の
、
罫
線
を
織
り
込
ん
だ
絹
を

使
用
し
た
い
旨
を
書
状
で
渙
卿
に
伝
え
た
。
そ
の
書
状
の
中
に
山
陽
は
「
家
母
、
國
元
に
居
申
候
を
當
春
は
迎

候
て
、
京
の
花
観
致
さ
せ
候
積
に
候
。
其
歸
國
之
時
は
小
生
見
送
之
可
申
と
存
候
。
い
ま
だ
し
か
と
し
た
る
事

は
難
申
候
へ
ど
も
、
萬
一
乘
興
候
は
ば
、
其
上
り
か
け
に
豫
地
一
遊
可
仕
哉
と
も
存
居
候
。
さ
候
へ
ば
九
霞
樓

記
に
申
候
通
之
義
相
樂
居
申
候
。
併
頓
と
當
に
は
な
り
不
申
候
事
」
と
も
述
べ
て
い
た
（
引
用
に
際
し
て
は
句

読
点
を
補
っ
た
）。
山
陽
が
わ
ざ
わ
ざ
旧
作
で
あ
る
『
九
霞
楼
記
』
に
言
及
し
た
こ
と
は
、
渙
卿
が
そ
れ
に
特
別

な
想
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
へ
の
、
感
謝
の
意
を
こ
め
た
反
応
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
状
は
、
景

浦
稚
桃
「
賴
山
陽
と
伊
豫
」、『
伊
豫
史
談
』
第
八
十
五
号
（
一
九
九
八
年
、
伊
豫
史
談
会
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
２
２
頁
。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』
所
載
の
印
譜
の
二
十
四
番
。
同
書
、
１
８
８
頁
。

前
掲
、
景
浦
稚
桃
「
賴
山
陽
と
伊
豫
」。

前
掲
『
田
能
村
竹
田
基
本
画
譜
』、
２
０
４
頁
。

池
田
由
美
『
三
津
の
古
建
築
も
の
が
た
り
』（
二
〇
一
一
年
、
愛
媛
新
聞
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）、
６
７
頁
。
原

資
料
は
、登
録
有
形
文
化
財「
森
家
住
宅
主
屋
」の
二
階
に
開
設
さ
れ
て
い
る
三
津
浜
資
料
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
、
高
市
俊
次
「
伊
予
俳
人
拾
遺
」。
な
お
、
高
市
氏
に
は
、
渙
卿
の
九
霞
楼
眺
望
図
及
び
依
頼
状
等
の
所

蔵
者
に
つ
い
て
も
貴
重
な
情
報
を
賜
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
稿
の
締
切
日
ま
で
の
間
に
原
資
料
の
所

在
を
確
認
し
切
れ
な
か
っ
た
の
は
筆
者
の
問
題
で
あ
る
。

鉄
斎
研
究
所
編
『
鉄
斎
研
究
』
第
二
十
四
号
（
一
九
七
六
年
）
の
第
二
番
。

鶴
田
武
良
編
『
鐵
齋
筆
録
集
成　

第
一
巻
』（
一
九
九
一
年
、
便
利
堂
）、
一
九
五
頁
。「
十
二
月
廿
六
日
、
画

匠
天
野
方
壺
没
、
享
年
七
十
二
、
方
壺
者
伊
予
人
、
其
近
傍
興
々
島
有
ル
故
ニ
方
壺
ノ
字
ヲ
用
フ
、
此
方
子
之

家
ハ
旧
上
立
売
新
町
西
入
町
南
側
ニ
在
リ
シ
佐
野
紹
益
ノ
別
荘
、
名
妓
芳
野
之
旧
宅
也
、
明
治
八
年
比
取
毀
チ
、

此
ニ
引
遷
ス
」。

天
野
方
壺
が
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
制
作
し
た
紙
本
淡
彩
《
興
居
島
古
和
田
山
海
之
図
》
一
幅
（
個
人

蔵
）
に
は
、「
暮
春
三
月
重
三
日
、
奥
嶌
桃
花
已
満
山
、
三
十
年
前
吾
不
識
、
幸
逢
佳
節
即
開
顔
。」「
余
去
故
國

三
十
餘
年
矣
、
其
前
無
聞
奥
嶌
種
桃
多
樹
。
想
維
新
以
後
土
人
移
其
樹
、
以
得
佳
果
、
今
如
此
盛
乎
。
余
曾
不

赴
圖
句
及
之
時
、
明
治
十
九
年
晩
春
客
次
、
三
木
六
三
郎
君
應
需
、
壺
道
人
造
之
、
塞
責
。」
の
自
賛
が
あ
る
が
、

こ
こ
に
謳
わ
れ
る
春
三
月
三
日
の
満
開
の
桃
花
は
武
陵
桃
源
を
連
想
さ
せ
得
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
「
三
十
年
前
」、「
去
故
国
三
十
余
年
」
と
あ
る
の
は
「
暮
春
三
月
重
三
日
」
に
合
わ
せ
た
詩

文
な
ら
で
は
の
表
現
と
見
る
べ
き
で
、
正
確
な
事
実
関
係
を
い
え
ば
、
方
壺
が
三
津
浜
か
ら
京
都
へ
出
た
の
は

明
治
十
九
年
か
ら
数
え
て
五
十
年
前
に
あ
た
る
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。
興
居
島

註（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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で
桃
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
天
保
六
年
以
後
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、「
三
十
年
前
」、「
去
故
国

三
十
余
年
」
の
数
字
を
「
五
十
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
事
実
関
係
を
正
確
に
表
し
た
賛
で
あ
る
と
読
め
る
。

方
壺
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
梶
岡
秀
一
「
文
人
画
家
天
野
方
壺
履
歴
の
概
説
」、『
愛
媛
県
美
術
館　

研
究
紀
要
』

第
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）。
梶
岡
秀
一
「
天
野
方
壺
印
章
に
つ
い
て
の
覚
書
―
角
田
家
旧
蔵
品
を
中
心
に
」、『
愛

媛
県
美
術
館　

平
成
十
七
年
度
年
報
・
研
究
紀
要
』
第
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）。

［
付
記
］

　

公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
を
は
じ
め
、
登
録
有
形
文
化
財「
森
家
住
宅
主
屋
」三
津
浜
資
料
館
、
愛
媛
県
立
図
書
館
、

松
山
市
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
高
市
俊
次
氏
、
柚
山
俊
夫
氏
、
岡
本
綾
氏
、
井
上
淳
氏
、
川
島
佳
弘
氏
に
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

愛媛県美術館紀要　第12号（2013）
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田能村竹田筆《三津浜図》絹本着色 /掛軸一幅　　出光美術館蔵

田能村竹田筆《乙未六月初三日渡育王洋作》紙本墨書 /貼交屏風の内　　三津浜資料館蔵

伊予三津浜九霞楼上の田能村竹田
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松田渙卿編《豫州三津濱　九霞樓眺望之圖　同十二景詩詠題》　（部分）
松田渙卿筆　九霞楼詩文依頼状
（以上二点ともに高市俊次氏の論文「伊予俳人拾遺　―九霞楼主人松田渙郷とその周辺について」、『教育研究集録』第二十二集から転載。）

愛媛県美術館紀要　第12号（2013）
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